
は
じ
め
に

ま
ず
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
第
十
五
代
将
軍
「
徳
川
慶
喜
」

の
奥
医
師
で
あ
っ
た
高
松
凌
雲
の
生
家
が
福
岡
県
小
郡
市
古
飯
に

あ
る
。
ま
た
そ
の
直
ぐ
近
く
の
佐
賀
に
生
ま
れ
た
伊
東
玄
朴
二
八

○
○
’
一
八
七
一
）
佐
野
常
民
（
一
八
二
二
’
一
九
○
二
）
そ
し
て
相

良
知
安
二
八
三
六
’
一
九
○
六
）
を
紹
介
す
る
。

高
松
凌
雲
に
つ
い
て

高
松
凌
雲
は
小
郡
古
飯
に
生
ま
れ
江
戸
と
大
坂
（
適
塾
）
で
蘭
医

学
を
学
び
、
徳
川
慶
喜
の
奥
医
師
に
な
り
、
慶
応
三
年
二
八
六
七
）

に
慶
喜
の
弟
徳
川
昭
武
に
随
行
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
博
覧
会
に
行
き

欧
州
各
地
を
見
聞
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
に
あ
る
病
院
オ
テ
ル
・
デ
ュ
ー
田
曾
の
一
‐
目
の
巨
）
に
暫
く
通
い
、

フ
ラ
ン
ス
医
学
を
見
聞
し
て
い
た
。
し
か
し
戊
辰
の
役
の
報
に
接
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徳
川
慶
喜
の
奥
医
師
の
生
誕
地
と

そ
の
周
辺

木
村
專
太
郎

し
、
急
遼
帰
朝
し
た
。
帰
国
し
た
と
き
に
は
、
江
戸
は
す
で
に
官

軍
の
手
に
落
ち
て
お
り
、
凌
雲
は
榎
本
武
揚
と
共
に
海
路
北
海
道

函
館
に
逃
れ
、
そ
こ
で
歴
史
上
有
名
な
官
軍
と
幕
府
軍
の
五
陵
廓

の
戦
い
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
と
き
凌
雲
は
敵
味
方
の
区
別
な
く
、

多
く
の
負
傷
兵
の
救
済
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
時
代
の
戦
い
で
は
、

敵
の
捕
虜
、
特
に
負
傷
者
は
殺
す
の
常
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
敵

を
助
け
る
こ
と
は
非
常
に
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の

戦
い
で
、
彼
は
傷
の
治
療
に
フ
エ
ノ
ー
ル
と
あ
る
。
か
の
有
名
な

英
国
の
リ
ス
タ
ー
が
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
用
い
て
そ
の
防
腐
法
を
発
表

し
た
の
が
一
八
六
七
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
翌
年
に
日
本
に
お
い

て
既
に
フ
エ
ノ
ー
ル
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
全
く
驚
異
的

な
こ
と
で
あ
る
。

明
治
維
新
後
は
東
京
の
浅
草
で
開
業
し
、
後
は
上
野
に
移
り
同

愛
社
を
設
立
し
た
。
東
京
市
内
の
約
帥
ヶ
所
に
診
療
所
を
造
っ
て

貧
し
い
人
々
の
診
療
を
行
い
、
大
正
五
年
に
八
十
一
才
の
高
齢
で

他
界
す
る
ま
で
、
そ
の
数
は
百
万
人
以
上
に
達
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。高

松
凌
雲
生
誕
地
の
近
く
の
佐
出
の
医
師
た
ち

※
そ
の
一
・
伊
東
玄
朴
は
現
在
全
国
的
に
非
常
に
有
名
に
な
っ
た
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佐
賀
県
の
吉
野
ヶ
里
の
近
く
の
神
埼
郡
仁
比
山
村
に
生
ま
れ
た
。

彼
は
非
常
に
苦
学
の
末
、
シ
ー
ボ
ル
ト
（
厚
罠
弓
”
自
国
ぐ
目

蝕
①
９
国
一
七
九
六
’
一
八
六
六
）
に
師
事
し
て
蘭
学
を
修
め
、
佐
賀

鍋
島
侯
の
御
匙
医
と
な
っ
た
。
玄
朴
は
江
戸
の
地
に
お
い
て
開
業

し
、
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
と
な
る
「
お
玉
ケ
池
種
痘
所
」
を

開
設
に
尽
力
し
た
中
心
人
物
で
あ
り
、
近
代
医
学
の
恩
人
と
も
言

う
べ
き
人
で
あ
ろ
う
。

※
そ
の
二
・
日
本
赤
十
字
社
の
生
み
の
親
で
あ
る
佐
野
常
民
は
佐

賀
県
川
副
町
早
津
江
に
生
ま
れ
た
。
藩
校
の
弘
道
館
で
学
び
、
京

都
の
広
瀬
元
恭
、
大
坂
の
適
塾
、
さ
ら
に
江
戸
の
伊
東
玄
朴
で
医

学
を
学
ん
だ
。
ま
た
常
民
長
崎
で
砲
術
、
航
海
、
造
船
術
を
学
び
、

藩
の
鉄
砲
、
汽
車
、
汽
船
の
製
造
に
従
事
し
、
国
産
初
の
蒸
気
船

「
凌
風
丸
」
も
完
成
さ
せ
た
。
明
治
維
新
後
、
政
府
に
招
聰
さ
れ
、

海
軍
の
創
設
に
尽
力
し
、
日
本
海
軍
の
基
礎
を
確
立
さ
せ
た
。
凌

雲
と
共
に
パ
リ
の
博
覧
会
と
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ウ
ィ
ー
ン
の

大
博
覧
会
に
赴
い
た
と
き
、
一
八
七
○
年
に
創
設
さ
れ
た
赤
十
字

精
神
の
こ
と
を
よ
く
学
ん
で
い
た
。
明
治
二
十
年
に
は
日
本
赤
十

字
社
を
設
立
し
、
初
代
社
長
に
就
任
し
た
。

※
そ
の
三
・
相
良
知
安
は
佐
賀
城
下
町
に
生
ま
れ
た
。
明
治
維
新

政
府
が
西
洋
医
学
を
導
入
す
る
さ
い
に
、
ほ
ぼ
決
ま
り
か
け
て
い

た
英
国
医
学
の
代
わ
り
に
、
ド
イ
ツ
医
学
の
導
入
を
進
言
し
、
成

功
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
彼
は
不
幸
な
運
命
を
辿
っ
た
。

お
わ
り
に

徳
川
時
代
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
福
岡
と
佐
賀
の

四
人
の
医
師
が
、
非
常
に
近
い
場
所
で
生
ま
れ
た
こ
と
に
因
縁
を

感
じ
、
発
表
す
る
。

（
福
岡
市
・
那
珂
川
病
院
）
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